
「江戸庶民の憧れ―富士講」

平成30年5月　横浜歴史研究会　高尾　隆

　神聖かつ荘厳な姿の富士山は、見る者誰しも心打たれるものがある。その思いから有史以来

この山が山頂への登拝や山麓の霊地への巡礼の対象として崇められてきた。この信仰の中から

富士講と呼ばれる民間信仰が生まれた。富士講がどのような形で誕生し変遷してきたのかをた

どってみたい。

1. 富士の存在

　富士山は日本人の心の中にある象徴的存在。江戸の庶民ならず日本各地の人々にとって朝夕

拝む富士の姿は神聖なものであった。

＊ケンペル『江戸参府旅行日記』に「冨士は世界中で一番美しい山と言うのは当然である」記す。

＊オールコック（『大君の都』幕末日本滞在記より）

　晴れた夏の夕方には、八〇マイルほど離れた江戸からも見えることがある。雲の上にその頭

を高くもちあげており、夕日が背後に沈むので、その深紅色の大きなかたちが金色のついたて

の上にすっぽり浮き出しになって見える。また早朝には、朝日の光が頂上の雪に反射して、その

円錐形が輝いて見える。

＊ヒュースケン（『ヒュースケン日本日記』青木枝朗訳、岩波文庫）

　なにに譬（たと）えようもない富士ヤマのすっきりとした稜線が左右の均斉を保って空高く

そびえたち、薄墨いろにかげる青い山肌の上方には清浄な白雲がまるでコイヌール（大きなダ

イヤモンド）のように夕陽にきらめいている。

2. 「富士」「浅間（せんげん）」と呼ばれるようになったのか

●浅間と富士の違い

「アサマ」の語源については諸説あるが、長野の浅間山のように火山を意味するとされる。「あさ

ま」は古称で、「せんげん」は中世以降から用いられたとされる。

・アサマ…マレー語をはじめとする南方系言語では煙や湯気を「アサ」「アサプ」と言う。

日本には火山や温泉地にこれに似た地名が多い。

（山）阿蘇山、浅間山（温泉）大分－浅見、青森－浅虫、静岡－熱海、福島－温海、秋田－浅見内

●なぜ「フジ」と呼ばれるようになったのか

推測の域を出ないが、フジの名がつく前はアサマと呼ばれていたのではないか？

①アイヌ語説…「プシ」＝噴出する、裂けるの意。

②マレー語説…「プジ」＝素晴らしい

③不死山設…「竹取物語」の不老不死の薬をフジ山頂で焼いてしまったという話

④フクジ説…平田篤胤はフジとは福茲、富久士であり、天高くそびえたつ意味とした。

その他、すり鉢を伏せた「フセ」、「不二」…二つとない、「不尽」…永遠、「福慈」など諸説ある。

＊信濃の浅間山以外に「浅間山」と呼ぶ山が、長野6、静岡５、三重６、群馬3、千葉3、神奈川2存在。

●浅間神社

浅間神社は、富士山の神霊である浅間大神を祀る神社である。東海、関東を中心として全国に

1316社が分布。荒ぶる神アサマ（富士）が爆発するのを鎮めようとしたことに始まる。

千葉２５７社、埼玉１８５社、静岡１５０社（内、大社１０２社）

浅間神社の総本宮・富士山本宮浅間大社は大同元年（806年）に山宮浅間神社から現在地に遷座

したという。当地には式内社・富知神社が鎮座し、湧玉池を祭祀していた。この遷座は富士信仰

が水の神たる「フクチ・フジ」信仰から火の神たる「アサマ」信仰へ転換したことを表す出来事だ

と解されている。
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●富士に抱く思い…山岳信仰へのつながり

　古くは神道においては、森羅万象に命や神霊が宿るとして、神奈備（かむなび）や磐座（いわく

ら）を信仰の対象としたが、それらを包括する山岳信仰と仏教が習合し、さらには密教などの要

素も加味されて確立した日本独特の宗教が、修験道である。修験道は神仏習合の信仰であり、日

本の神と仏教の仏（如来・菩薩・明王）がともに祀られる。

4. 富士への登山

●最も早い富士登山者-役行者

７世紀の終わり、修験道の祖と言われる役行者（えんのぎょうじゃ）＝役小角（えんのおづの）大

和の国葛上郡に生まれ神仏両道に渉り行を積み極め、日本の名山・高山を開山し修験道の祖と

呼ばれる。

●富士山頂の様子を記した貴族-都良香

著書『富士山記』に登った者でなければ書けない富士山頂の実情に近い描写を記す。

●富士修験道の祖-末代上人

駿河の人。幼い頃から走湯山で苦行を重ね、各地の霊山を巡歴する。修行僧として村山に寺（興

法寺の前身）を建立、1149年に富士山頂に大日寺を建立する。富士に登ること数百度、即身仏と

なり富士山の守護神とされる。

●富士講の祖-長谷川角行

長崎の人。水戸で修験の道に入り、神告を受け富士に修行の場を求め人穴に住み洞中に四尺五

寸の角材を立て、その上に爪先立ちで千日の行を行った。以後角行と名乗る。フセギという守札

を書き、御身抜という独特の文字を持って書いた軸を信徒に与え、病気災難を逃れるという呪

術を行とした。

死後、弟子たちは江戸に移り、角行を元祖とする富士信仰が江戸の地に根を下ろす。

�
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3.富士山信仰の対象と拠点
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須山浅間神社
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紀元BC7年
古代富士山祭祀の地

末代上人修行
富士山修験道の聖地

806年浅間大神を山宮より遷座
坂上田村麻呂が造営

社伝日本武尊創建
須山口登山道の起点

807年創建。宝永噴火で被害を
受けるも1718年に再建される

長谷川角行が富士登拝の折
発見浅間大神を祀る。

865年噴火を鎮めるために創建

9C始め2合目に建立。その里宮として機能。

富士講開祖 長谷川角行入定した聖地
富士講信者達の足跡が多く残る

788年創建。1730年代富士講の
指導者村上光清の寄進により
現在の景観の社殿が形成
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吉田口登山道 七合五尺にある烏帽子岩
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5.富士講のはじまり

●大名光清－乞食身禄

　将軍吉宗治世の頃、角行直系6世・村上光清（小伝馬町・葛籠問屋主人）は人望もあり大名や豪

商の代参を頼まれ、後年北口富士浅間神社社殿の改築に尽力した。浅間神社の大門を入ると、参

道の両側の間に左右隙間なく石灯籠が建ち並んでいる。享保20年（1735）から元文5年（1740）の

庚申縁年を挟んで宝暦6年（1756）まで、村上光清が中心となり「村上光清同行」衆中が寄進した

ものである。

　一方、三代旺心孫弟子・食行身禄（伊勢一志郡川上村農家の三男）13歳の時江戸に出て丁稚奉公、

17歳の時月行の弟子となる。享保17年（1732）、西日本で大規模な蝗害が起き江戸に米が入らなく

なり、翌年１月江戸で高間騒動が起きると、身禄は身を捨てて神の使いになることを決意する。

６月身禄は富士に入る。世のおふりかわりを願っての庶民済度、世直しを祈念し７合５勺の烏

帽子岩で断食行に入り、６月１３日入滅する。身禄はその際『三十一日の巻』に「正直・慈悲・情け・

不足＊」を根幹とした神学的な説教の書を残している。（＊不足＝貧乏に耐える。）

●なぜ身禄の考えが庶民に受け入れられ、富士講としての繁栄をもたらしたのか？

　富士行者山伏は毎日河辺に出で富士垢離を修して富士権現を遥拝する。村山では修験道が行

われ聖護院の配下で西国に富士信仰を広めていた。一方角行からの流れを組む江戸で活動する

もの達は修験者とは異なり、富士山を独特のセンス、線描や勝手に作った文字で表現すること

で霊性を表そうとした（御身抜き等に）。当時富士に登るには百日の潔斎をしなければならない

とされていたが、月行の頃から7日に短縮した。行商を行い、富士登拝を続けていた身禄には受

け入れ易く、厳重な潔斎をして山に登ることは負担であったろうし、内面の問題を重視した身

禄には形式的な潔斎は厭うべきものであっただろう。身禄は吉田口御師の宅を登拝のおりの宿

舎としていたが、狂信の徒として疎まれたので田辺十郎左衛門に頼ったという消息はこの間の

事情を示しているかもしれない。

　富士中心の世界観においては、富士山の実在が教義の絶対的な前提であり、権威の根拠・価値

の源泉として捉えられている。身禄の思想においては宗教を形式的行為から内面の問題に転換

することが必要だったのである。�　

　一般にもっとも説得力のある救済観は現世利益であると言ってよい。殆ど全ての宗教が現世

利益を伴っているし、前近代的宗教になればなる程この傾向が激しい。富士講もその例外で

なく、吉凶を占う「焚上げ」や病に効験のある「おあか」「おふせぎ」等々がその活動の中心をなし

ていた。
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6.富士講のその後と発展

●神格化されていく食行身禄

　初代田辺十郎右衛門は、富士山八合目で水売りをしていたとされる。食行身禄が享保18年（

1733）に烏帽子岩で入定するため31日間の断食をした際に、その介添えをする。

　十郎右衛門は身禄が毎日語る教えを書き留め、身禄の入定後に「三十一日の巻」としてまとめ

、身禄の遺品も引き継ぐとともに、御師株を手に入れ、御師になる。

　遺物の拝礼を望んだ多くの富士講社を、自らの檀家とし、新興の御師ではあったが、急速にそ

の勢力を伸ばしていった。

●身禄との関わりを持った江戸の三人の人物

　身禄の入定に関わったのが,身禄が江戸で活動していた頃からつながりのある小泉文六郎、岩

田小太郎、永田長四郎だった。身禄の理解者であり信奉者でもある彼等は入滅後も身禄の家族

を助け、各々が教えを広めていくことになる。

●身禄が残した三人の娘

　身禄には三人の娘がおり、主に二女万、三女花がその教えの継承を行う。特に花は今日知られ

る身禄の実像や富士講の教義を解明した小谷三志につながる道筋をつくった。

●富士講最初の富士塚

　身禄直系の弟子とされている一人に安永８年（1779）、「冨士のうつし」として人造富士「高田

富士」を造った植木屋高田藤四郎（日行青山）がいる。藤四郎は高田の水稲荷の境内（宝泉寺別当

）に、信徒の協力を得て、溶岩を山麓から採集、相模川を船で下り、三浦半島をまわって江戸湾に

入り、神田川をさかのぼって揚場河岸に着き、ここから大八車で戸塚村まで運んだ。（現移築先.

甘泉園公園横）

　これを契機に以後富士講の発展と共に各地に富士塚が造られるようになる。

●食行身禄を世に生かした真の男－小谷三志

　18世紀後半鳩ケ谷で「丸鳩講」という一大講社を率いていた小谷三志は身禄の直系三女花の

弟子参行禄王と出会う。小谷は他の先達と同様にお焚き上げや吉凶の占いをやっていた。しか

し身禄の教典を受け継ぎ、丸鳩講の組織を従来の富士講と区別するために「不二道（不二講）」と

称し、身禄の真の教えを伝承した。

　「不二道」に「振り替り」という思想がある。世界には陰と陽で構成されるが、これを逆転させ

ることで富士山の神が望む社会変革があるとする。その端的な例が男尊女卑の逆転で、出産能

力を備えた女性こそが尊いという考えがある。その実践が女性初の富士登頂をサポートした

り、富士塚を造る代りに「土持ち」という奉仕活動を行うといったことを行った。

●尊徳の考え（報徳仕法）と不二講（小谷三志）の考えの違い

�　不二道は、富士山信仰を実践道徳と結び付けた。呪術的要素は不要で家業精励・質素勤勉・勤

労奉仕・夫婦和合に努めることが富士山の神に報いる『行』であり、より良い社会の実現につな

がると考えた。この実践が新しい世界を招来するという点において、尊徳の教えと共通の基盤

を持った。

　�しかし尊徳の教えと異なることは、不二道では、人々が「真のひと」になりさえすれば、理想

の世界が一挙にやってくると考える。そもそも現状の社会制度を変革しようという視点がない

。すなわち現実に対する長期的計画の取り組みがない。

　一つ一つの実践は社会的にも評判になり、それはそれとして意義が多いが、それはいわば１

回限りのもので、その積み重ねが新しい状況を生み出すというステップがない。ここが尊徳と

不二道仲間の考えが違うところだ。�
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昭和5年 1930年 富士山頂コノシロ池付近の岩陰より多量の埋納経の残骸発見。「末代聖人」と記す紙片あり。

昭和39年 1964年 富士スバルライン開業

第二次大戦後富士講は衰退。講員の数が減り東京の町中で活動する姿がなくなる。

富士登山はレジャー化へ。
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